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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】注射器等の針先でボール内壁まで貫通して給気 
孔を作り、注入した接着用剤と空気の体積に合わせてボ 
ール内壁を拡張させ、給気孔自体も広げ易くなり、給気 
後に注入物が漏れる問題を解決する、給気式加圧簡易再 
生方法を提供する。
【解決手段】反発力が低下した硬式テニスボールの外装 
のフエルトの無い箇所３ｂに、工業用注射器のニードル 
１を、挿入角度３０から６０度の範囲で挿入して出来る 
給気孔が、ボールの殻３ｃに沿って斜めにボール内部へ 
貫通するため、自転車用タイヤ等空気注入器を用いて、 
ボールの内気圧により内壁を拡張して、ゴム製の殻３ｃ 
をボールの外方向垂直に押し出す圧力が働き、給気後に 
ニードル１を引き抜くと同時に、針先に添着した接着用 
剤４を給気孔内で圧着させ、給気孔から排出物を出さず 
に閉塞する。
【選択図】図５

評価書の請求　未請求　請求項の数　2　　書面　（全9頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ボ ー ル 内 の 気 圧 低 減 に 伴 う 反 発 力 の 低 下 し た 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル （ プ レ ッ シ ャ ー ボ ー ル ）  
の 外 装 部 分 の フ エ ル ト の 無 い 箇 所 に 、 工 業 用 注 射 器 の ニ ー ド ル （ 注 射 針 部 分 ） を 挿 入 角 度  
３ ０ か ら ６ ０ 度 の 範 囲 で 挿 入 し 、 自 転 車 用 タ イ ヤ 等 空 気 注 入 器 を 用 い て 、 接 着 用 剤 と 共 に  
空 気 を 注 入 し て ボ ー ル 内 の 気 圧 を 上 げ た こ と で 、 ボ ー ル の 殻 が 膨 張 す る こ と を 利 用 し 、 ニ  
ー ド ル の 挿 入 角 度 に 合 っ た 注 入 孔 が 、 そ の ニ ー ド ル を 引 き 抜 く と 、 ほ ぼ 同 時 に 接 着 用 剤 を  
圧 着 し な が ら 閉 塞 す る こ と を 特 徴 と し た 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル の 給 気 式 加 圧 簡 易 再 生 方 法 。
　 な お 、 接 着 用 剤 は ア ク リ ル 樹 脂 を 主 成 分 と し た 水 性 粘 着 用 剤 を 水 等 で 希 釈 し た も の を 用  
い る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 工 業 用 注 射 器 の ニ ー ド ル は 、 貫 通 孔 を 有 す る 金 属 製 の 管 と 注 射 器 本  
体 に 取 り 付 け る 円 錐 形 の 台 座 と の 一 体 の 部 材 か ら な り 、 こ の 円 錐 形 の 台 座 の 中 央 部 分 に 、  
長 さ ６ か ら １ ０ ｍ ｍ の ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ー ル 製 の チ ュ ー ブ 管 を 取 り 付 け 、 外 気 注 入 時 に 用  
い る 自 転 車 用 タ イ ヤ 等 空 気 注 入 器 の 米 式 バ ル ブ 適 応 口 金 の 内 腔 に 納 ま る 特 徴 を 有 す る ニ ー  
ド ル に 成 型 し た も の で あ る 。 な お 、 こ の ニ ー ド ル の 注 射 針 部 分 の 全 長 は １ １ か ら １ ４ ｍ ｍ  
の も の で 、 テ ニ ス ボ ー ル に 差 し 込 む 針 の 先 端 は 研 磨 機 等 に よ り 鋭 角 に 研 磨 さ れ た も の 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 経 年 劣 化 及 び 使 用 等 で 、 ボ ー ル 内 部 気 圧 が 低 下 し た こ と に よ り 弾 ま な く な っ  
た 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル に 、 一 定 の 角 度 で 専 用 ニ ー ド ル を 差 し 込 み 、 外 気 を 給 気 す る こ と に よ  
り 簡 易 に 再 生 す る 方 法 及 び そ の 際 に 使 用 す る 専 用 ニ ー ド ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル （ プ レ ッ シ ャ ー ボ ー ル ） は 、 専 用 の 加 圧 封 入 ケ ー ス を 開 封 し て し ま う  
と 、 ３ ０ 分 か ら １ 時 間 程 度 の 使 用 又 は 未 使 用 で も 数 日 間 経 過 す る と ボ ー ル 内 の 気 圧 低 下 に  
よ り 、 公 式 試 合 球 と し て の 品 質 を 失 っ て し ま う 。 減 圧 し た ボ ー ル は 、 バ ウ ン ド が 低 く な っ  
た り 、 球 速 の 低 下 に 伴 う プ レ ー の 質 の 低 下 に つ な が っ て し ま う こ と か ら 、 公 式 戦 で の ボ ー  
ル 交 換 な ど は 、 試 合 開 始 か ら ７ ゲ ー ム 終 了 後 、 以 後 ９ ゲ ー ム 終 了 後 か 或 い は 試 合 開 始 か ら  
の ９ ゲ ー ム 終 了 後 、 以 後 １ １ ゲ ー ム 終 了 後 、 時 間 に し て 概 ね ３ ０ か ら ４ ５ 分 毎 に 新 球 に 交  
換 さ れ 、 １ 試 合 の 中 で も 品 質 の 低 下 し た ボ ー ル が 大 量 に 練 習 用 ボ ー ル か 廃 棄 対 象 の ボ ー ル  
と な っ て い く 。 ま た 、 今 日 で は 健 康 な シ ニ ア 世 代 で も セ カ ン ド ラ イ フ の 趣 味 と し て 、 多 く  
の 方 が テ ニ ス を 嗜 ま れ る よ う に な り 、 グ ル ー プ 活 動 で も 試 合 使 用 後 の 内 気 圧 が 低 下 し た ボ  
ー ル を そ の ま ま 再 利 用 す る こ と も あ る が 、 さ ら に 時 間 を 経 て ボ ー ル 内 の 気 圧 が 低 下 し た 硬  
式 テ ニ ス ボ ー ル は 、 給 気 等 加 圧 再 生 手 段 が 一 般 的 で は な い た め 、 試 合 等 使 用 済 み ボ ー ル が  
新 た に 加 え ら れ る の と 入 れ 替 え に 、 一 斉 に 廃 棄 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ボ ー ル メ ー カ ー 等 の 各 企 業 も 販 売 収 益 の 一 部 を 、 再 生 可 能 な 社 会 の 実 現 に 向 け た 活 動 に  
供 与 し た り 、 不 要 な 包 装 を 抑 え る 企 業 努 力 を 進 め て い る も の の 、 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル の 廃 棄  
サ イ ク ル は 、 根 本 的 に ボ ー ル 内 の 気 圧 の 低 下 に よ り 、 外 装 部 の フ ェ ル ト が 新 品 同 様 に 整 っ  
て い て も 廃 棄 さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 現 状 に 、 こ れ ま で 下 記 の と お り 多 数 の 先 行 技 術 文 献 が 提 出 さ れ 、 技 術 提 起 が 行 わ れ  
て い る が 、 大 別 す る と ボ ー ル 内 に 給 気 孔 等 バ ル ブ を 取 り 付 け る ボ ー ル 自 体 の 形 状 変 更 を 要  
す る 文 献 、 注 射 器 等 の 貫 通 孔 を 有 す る 針 先 を ボ ー ル に 差 し 込 み 、 給 気 孔 封 鎖 用 剤 と 空 気 を  
注 入 す る 文 献 及 び 、 利 用 後 の ボ ー ル を 加 圧 状 態 に で き る 密 閉 容 器 に 保 管 し 、 ボ ー ル 自 体 に  
外 気 圧 を か け て 保 存 す る 文 献 を 確 認 し た 。 い ず れ の 文 献 も 、 そ の 技 術 が 一 般 に 広 く 普 及 す  
る に は 、 簡 易 性 に 欠 け 、 費 用 対 効 果 や 作 業 効 率 に 課 題 が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ ‐ １ ３ ９ ８ ３ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ ‐ ２ ５ ５ ２ ７ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ０ ０ ０ ４ １ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ０ ８ － ０ ７ １ １ ８ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 ５ 】 実 登 ３ １ ５ ４ ７ １ ４ 号 公 報
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 ６ 】 実 全 平 ０ ３ － １ １ ８ ７ ７ ０ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 ７ 】 実 登 ３ １ ５ ０ ４ １ ５ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 先 行 技 術 文 献 に よ る と 、 注 射 器 等 の 針 先 に よ っ て 、  
ほ ぼ 垂 直 に ボ ー ル 内 壁 ま で 貫 通 し た 給 気 孔 を 作 る こ と が 示 さ れ て い る が 、 接 着 用 剤 と 空 気  
を 注 入 す る と 、 そ の 体 積 の 増 加 に 合 わ せ て ボ ー ル 内 壁 を 拡 張 さ せ る こ と と な り 、 ボ ー ル 内  
壁 の 給 気 孔 が 広 が り 易 く な っ て し ま う こ と か ら 、 給 気 後 に 注 入 物 が 漏 れ 出 易 い と い う 本 質  
的 な 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の 課 題 に 伴 い 、 そ の 給 気 孔 を 閉 じ る 為 に 、 ０ ． ５ か ら ２ ｃ ｃ 程 度 の 接 着 用 剤 を 注 入 す  
る こ と で 、 注 入 物 が 多 少 漏 出 し て い く 間 に 、 接 着 用 剤 が そ の 給 気 孔 を 閉 塞 す る 事 が 可 能 と  
な る も の の 、 注 入 物 の 漏 出 具 合 で 作 業 後 の ボ ー ル の 重 量 の 違 い や ボ ー ル 内 気 圧 を 一 定 に す  
る こ と が 出 来 な い と い う 課 題 が あ り 、 さ ら に は そ の 漏 出 を 抑 え る た め に 、 注 入 し た 接 着 用  
剤 が ボ ー ル 内 部 の 給 気 孔 を 覆 い 、 固 着 す る ま で の 相 当 の 時 間 に お い て 、 給 気 直 後 か ら 給 気  
孔 を 、 ボ ー ル の 外 側 か ら 圧 迫 制 止 す る 外 的 手 段 が 必 要 と な る 。 な お 、 瞬 間 的 な 接 着 用 剤 や  
濃 度 の 高 い 接 着 用 剤 は 、 そ も そ も 挿 入 す る 際 に 注 射 針 内 で 詰 ま り 易 い た め 、 安 易 に 試 用 し  
難 い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 課 題 は 請 求 項 １ に よ れ ば 、 ボ ー ル ３ 内 の 気 体 が ボ ー ル の 殻 ３ ａ を 徐 々 に 抜 け て い  
き 、 減 圧 し て い く こ と に よ り 反 発 力 が 低 下 し た 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル ３ （ プ レ ッ シ ャ ー ボ ー ル  
） の 外 装 部 分 の フ エ ル ト の 無 い 箇 所 ３ ｂ に 、 工 業 用 注 射 器 の ニ ー ド ル １ （ 注 射 針 部 分 ） を  
挿 入 角 度 ３ ０ か ら ６ ０ 度 ２ の 範 囲 で 挿 入 し 、 自 転 車 用 タ イ ヤ 等 空 気 注 入 器 ７ を 用 い て 、 接  
着 用 剤 ４ ０ ． ０ ４ か ら ０ ． １ ｃ ｃ と 共 に 空 気 を 注 入 し 、 給 気 再 生 す る こ と で ボ ー ル 内 の 気  
圧 を 上 げ 、 ボ ー ル の 殻 ３ ｃ が 膨 張 す る こ と を 利 用 し て 、 ニ ー ド ル １ を 引 き 抜 い た 給 気 孔 内  
で 接 着 用 剤 ４ が 瞬 時 に 圧 着 さ れ 閉 塞 す る こ と で 解 決 さ れ る 。 な お 、 接 着 用 剤 ４ は ゴ ム 化 す  
る 樹 脂 性 の 水 性 粘 着 用 剤 を 水 等 で 希 釈 し た も の を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 給 気 再 生 に 用 い る 工 業 用 注 射 器 の ニ ー ド ル １ は 、 貫 通 孔 を 有 す る 金 属 製 の 注 射 針  
１ ａ と 注 射 器 本 体 の ロ ッ ク 式 シ リ ン ジ ５ に 取 り 付 け る 部 分 の プ ラ ス テ ィ ッ ク 製 部 材 の 台 座  
１ ｃ か ら な り 、 そ の プ ラ ス テ ィ ッ ク 製 部 材 の 中 央 部 分 を 覆 う よ う に 、 長 さ ６ か ら １ ０ ｍ ｍ  
の ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ー ル 製 の チ ュ ー ブ 管 １ ｂ を 取 り 付 け 、 自 転 車 用 タ イ ヤ 等 空 気 注 入 器 ７  
の 米 式 バ ル ブ 適 用 口 金 の 内 腔 ６ ｂ に 、 納 ま る と い う 特 徴 を 有 す る 。 な お 、 そ の 注 射 針 １ ａ  
の 全 長 は １ １ か ら １ ４ ｍ ｍ の も の で 、 テ ニ ス ボ ー ル に 差 し 込 む 針 先 １ ｄ は 鋭 角 に 研 磨 さ れ  
た も の 。
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【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル ３ （ プ レ ッ シ ャ ー ボ ー ル ） の 外 装 部 分 の フ エ ル ト の 無 い 箇 所 ３ ｂ に ニ  
ー ド ル １ を 差 し 込 む こ と で 、 請 求 項 ２ の ニ ー ド ル １ の 挿 入 丈 が 、 フ エ ル ト ３ ａ の 厚 み の 誤  
差 に 左 右 さ れ ず 、 ほ ぼ 一 定 箇 所 に 接 着 用 剤 ４ を 添 着 さ せ る こ と が で き 、 安 定 的 な 給 気 孔 の  
閉 塞 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 針 先 １ ｄ が フ エ ル ト ３ ａ に よ っ て 見 え な く な る こ と が 解 消 さ れ る た め 、 挿 入 時 に  
針 １ ａ を 正 確 に 挿 入 し 易 く な る 。 な お 、 こ の 注 射 針 １ ａ の 長 さ は 、 ボ ー ル の ゴ ム 製 の 殻 ３  
ｃ の 厚 み が ４ か ら ６ ｍ ｍ で あ る こ と か ら 、 挿 入 角 度 ３ ０ 度 の 場 合 に 、 ボ ー ル の 殻 ３ ｃ を 貫  
通 し 、 そ の 針 先 を １ か ら ２ ｍ ｍ 突 出 さ せ る た め に 必 要 十 分 な 長 さ で あ り 、 注 射 針 １ ａ が 長  
す ぎ る と 接 着 用 剤 ４ が 詰 ま る 可 能 性 を 高 め 、 挿 入 時 に 折 れ る 可 能 性 も 高 め て し ま い 、 逆 に  
、 注 射 針 １ ａ が 短 す ぎ る と ボ ー ル の 殻 ３ ｃ を 十 分 に 突 出 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 １ に よ る 工 業 用 注 射 器 の ニ ー ド ル １ （ 注 射 針 部 分 ） を 、 挿 入 角 度 ３ ０ か ら ６ ０ 度  
２ の 範 囲 で 挿 入 す る こ と に よ っ て 出 来 る 給 気 孔 は 、 ボ ー ル の 殻 ３ ｃ に 沿 っ て 斜 め に 貫 通 す  
る た め 、 給 気 直 後 に ニ ー ド ル １ を 引 き 抜 く と 、 そ の 給 気 に よ る ボ ー ル ３ の 内 圧 上 昇 を う け  
殻 ３ ｃ 全 体 が 膨 張 し て い る こ と で 、 注 入 し た 接 着 用 剤 ４ が 給 気 孔 内 で 圧 着 さ れ 、 給 気 孔 は  
押 し 潰 さ れ る よ う に 閉 塞 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ニ ー ド ル １ を 引 き 抜 く と 同 時 に 給 気 孔 が 閉 塞 す る こ と か ら 、 漏 れ 出 す 接 着 用 剤 ４ も 微 量  
と な り 、 挿 入 す る べ き 接 着 用 剤 ４ も 極 少 量 で 作 業 が 完 了 す る 。 ま た 、 漏 れ 出 す 注 入 物 も 少  
な い こ と か ら 、 給 気 後 の ボ ー ル ３ の 重 量 、 内 気 圧 共 に 安 定 し た 給 気 再 生 が 可 能 と な る 。 な  
お 、 漏 出 物 が ほ ぼ 無 い こ と か ら 、 ニ ー ド ル １ を 引 き 抜 き 後 に 、 給 気 孔 を ボ ー ル ３ の 外 側 か  
ら 圧 迫 制 止 す る 外 的 手 段 も 必 要 が 無 く な る な ど 、 作 業 行 程 も 作 業 労 力 も 大 幅 に 削 減 さ れ る  
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 挿 入 す る 接 着 用 剤 ４ が 極 少 量 と な る こ と か ら 、 ボ ー ル 自 体 の 質 量 変 化 も ０ ． １ ｇ 以 下 の  
極 小 値 と な る 為 、 こ の 方 法 で 数 回 に わ た り の 給 気 再 生 を 行 っ て も ボ ー ル ３ の 反 発 力 と い う  
面 で は 、 練 習 用 ボ ー ル と し て の 利 用 価 値 が 、 ほ ぼ 変 わ ら な い も の と な り 、 廃 棄 対 象 と さ れ  
る ボ ー ル も 減 少 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 ニ ー ド ル と 長 さ ６ か ら １ ０ ｍ ｍ の ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ー ル 製 の 管
【 図 ２ 】 ニ ー ド ル の 正 面 図 と 楕 円 形 の 針 先
【 図 ３ 】 ボ ー ル に ニ ー ド ル を 差 し 込 む 概 略 図
【 図 ４ 】 ニ ー ド ル が 挿 入 さ れ た 時 の 断 面 概 略 図
【 図 ５ 】 ニ ー ド ル に 接 着 用 剤 を 取 り 込 む 際 の 概 略 図
【 図 ６ 】 自 転 車 用 タ イ ヤ 等 空 気 注 入 器 と ニ ー ド ル を 接 続 す る 際 の 概 略 図
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 尚 、 下 記 実 施  
例 は 、 本 考 案 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 示 し た も の に す ぎ ず 、 本 考 案 の 技 術 的 範 囲 は 、 下 記 実  
施 例 そ の も の に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 考 案 で 使 用 す る 工 業 用 注 射 器 は 、 注 射 器 本 体 と 注 射 針 を 先 端 と す る ニ ー ド ル と を 分 離  
で き る 仕 様 の ロ ッ ク 式 シ リ ン ジ ５ を 活 用 し 、 ニ ー ド ル １ の 注 射 針 １ ａ の 長 さ は １ １ か ら １  
４ ｍ ｍ の 貫 通 孔 を 有 す る 金 属 製 の 管 と な っ て い る 。 こ の 注 射 針 の 内 形 は ０ ． ３ か ら ０ ． ６  
ｍ ｍ 、 外 径 は ０ ． ５ か ら ０ ． ９ ｍ ｍ の 範 囲 の も の を 好 適 と し て 、 ボ ー ル ３ の 給 気 式 加 圧 簡  
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易 再 生 が 可 能 と な る 。 ま た 、 ニ ー ド ル １ の 先 端 は 、 研 磨 材 に よ り 鋭 角 に 成 型 し 、 楕 円 状 に  
削 り だ さ れ た 針 先 １ ｄ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の ニ ー ド ル １ は 、 長 さ １ ６ か ら ２ ０ ｍ ｍ 程 度 の プ ラ ス テ ィ ッ ク 製 の 円 錐 形 台 座 １ ｃ の  
先 端 に 、 注 射 針 １ ａ が 取 り 付 け ら れ た 形 状 と な っ て お り 、 円 錐 形 の 底 辺 と な る 台 座 １ ｃ の  
末 端 は 、 こ の 注 射 針 １ ａ へ 接 着 用 剤 ４ を 送 り 込 む た め の 注 入 口 １ ｅ と し て 漏 斗 状 に な っ て  
い る 。 ま た 、 注 入 口 １ ｅ の 開 口 部 は 内 径 ３ か ら ６ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 考 案 で は 、 ニ ー ド ル １ の プ ラ ス テ ィ ッ ク 製 の 円 錐 形 台 座 １ ｃ を 取 り 巻 く よ う に 、 長 さ  
６ か ら １ ０ ｍ ｍ の ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ー ル 製 の チ ュ ー ブ 管 １ ｂ を 取 付 け 、 自 転 車 用 タ イ ヤ 等  
空 気 注 入 器 ７ の 米 式 バ ル ブ 適 応 口 金 の 内 腔 ６ ｂ に 、 納 ま る 仕 様 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ー ル 製 の チ ュ ー ブ 管 １ ｂ は 、 観 賞 魚 用 水 槽 等 に 用 い ら れ る エ ア ポ  
ン プ 用 ホ ー ス 、 内 径 ５ ｍ ｍ 外 径 ７ ｍ ｍ を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 要 請 項 １ の 接 着 用 剤 ４ は 、 ア ク リ ル 樹 脂 を 主 成 分 と す る 各 種 す べ り 止 め に 用 い ら れ る 市  
販 の ゴ ム 化 す る 樹 脂 性 の 水 性 粘 着 用 剤 に 、 水 等 を 混 入 し 希 釈 し た も の を 用 い 、 ニ ー ド ル １  
に 取 り 付 け る ロ ッ ク 式 シ リ ン ジ ５ （ 内 容 料 ： ２ ． ５ か ら ３ ． ０ ｍ ｌ の 注 射 器 ） に 注 入 し て  
お く 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 作 業 方 法 と し て は 、 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル ３ （ プ レ ッ シ ャ ー ボ ー ル ） を 左 手 の 手 の ひ ら に 乗  
せ 、 外 装 部 分 の フ エ ル ト の 無 い 箇 所 ３ ｂ が ボ ー ル ３ の 上 部 の 中 心 と な る よ う に 配 置 し 、 手  
の ひ ら と 指 で 包 み 込 む よ う に 掴 み 、 左 右 上 下 に 動 か な い よ う に 左 手 を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 左 手 で 固 定 し た ボ ー ル の 中 心 部 の フ エ ル ト の 無 い 箇 所 ３ ｂ に 、 工 業 用 注 射 器 の ニ ー ド ル  
１ （ 注 射 針 部 分 ） を 挿 入 角 度 ３ ０ か ら ６ ０ 度 ２ を 保 ち 、 針 先 １ ｄ の 貫 通 孔 が 最 も 大 き く 確  
認 で き る よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 配 置 し た 針 先 １ ｄ の 台 座 部 分 を 右 手 の 人 差 指 と 中 指 の 指 先 内 側 で 挟 み 、 親 指 を ニ ー ド ル  
１ の 注 入 口 を 閉 じ る よ う に 押 し 当 て て 、 針 先 １ ｄ 方 向 へ ゆ っ く り と 挿 入 角 度 を 保 ち な が ら  
押 し 差 し 、 貫 通 孔 を 有 す る 注 射 針 １ ａ を す べ て ボ ー ル の 殻 ３ ｃ に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 挿 入 後 、 右 手 の 親 指 に は 内 気 圧 を 受 け は じ め る が 、 指 は ニ ー ド ル １ か ら 離 さ ず に 、 両 手  
を 下 方 に 降 ろ し な が ら 、 ニ ー ド ル １ の 注 入 口 １ ｅ を 下 方 に 向 け て 、 右 手 の 親 指 を 注 入 口 １  
ｅ か ら 離 す と 、 ボ ー ル 内 部 の 排 出 物 が 注 入 口 か ら 噴 出 し て く る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 排 出 物 に つ い て は 、 ボ ー ル ３ の 種 類 に よ っ て 、 気 体 以 外 に 液 体 も １ ｃ ｃ 程 度 噴 出 す  
る 場 合 が あ る こ と か ら 、 受 け 皿 等 を 用 意 し 、 ニ ー ド ル １ の 注 入 口 １ ｅ を 向 け て お き な が ら  
、 散 乱 し な い よ う に そ の 中 に 収 め 、 適 切 に 廃 棄 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 液 体 の 排 出 物 は 、 で き る 限 り ボ ー ル ３ 内 か ら 取 り 出 し て お く 必 要 が あ る た め 、 ボ ー ル ３  
の 球 状 復 元 力 を 活 か し 、 何 度 か ボ ー ル ３ 自 体 を 左 手 で 加 圧 ポ ン ピ ン グ し て 、 ボ ー ル ３ 内 の  
気 体 ご と 排 出 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 概 ね 液 体 の 排 出 物 が 出 な く な っ た ら 、 再 度 、 左 手 の 加 圧 を 緩 め 、 ボ ー ル ３ の 球 状 復 元 力  
を 活 か し て 外 気 を 吸 入 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 続 け て ニ ー ド ル １ の 注 入 口 １ ｅ を 下 向 き に し た ま ま 、 も う 一 度 、 左 手 で ボ ー ル ３ を 加 圧  
し て １ ０ ｍ ｍ 程 度 凹 ま せ 、 先 ほ ど 取 り 込 ん だ 外 気 を 少 々 排 出 し 、 再 度 、 外 気 を 取 り 込 み や  
す い 状 態 に し て お く 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ の 状 態 を 保 っ た ま ま 、 接 着 用 剤 ４ を 注 入 し て あ る ロ ッ ク 式 シ リ ン ジ ５ を 右 手 で 持 ち 、  
ニ ー ド ル １ に 接 続 後 、 接 着 用 剤 ４ ０ ． ０ ４ か ら ０ ． １ ｃ ｃ を ニ ー ド ル １ 内 に 注 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 接 着 用 剤 ４ を 注 入 後 、 ロ ッ ク 式 シ リ ン ジ ５ を 取 り 外 し 、 さ ら に 左 手 が 加 え て い る ボ ー ル  
３ へ の 加 圧 を 緩 め 接 着 用 剤 ４ を ボ ー ル ３ 内 に 吸 入 さ せ る 。 そ の 際 、 ニ ー ド ル １ は ボ ー ル ３  
の 下 方 の ま ま に し て お く 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ニ ー ド ル １ の 注 入 口 １ ｅ を 、 下 向 き に し た ま ま 、 右 手 で 支 え 、 左 手 の ボ ー ル の 握 り 方 を  
ボ ー ル ３ の 左 側 面 か ら 握 り 替 え 、 続 い て 右 手 で 自 転 車 用 タ イ ヤ 等 空 気 注 入 器 ７ の 米 式 バ ル  
ブ 適 応 口 金 の 内 腔 ６ ｂ を 合 わ せ て 差 し 込 ん だ 後 、 口 金 の 圧 迫 レ バ ー ６ ａ を 操 作 し て 、 口 金  
６ か ら 空 気 が 漏 れ 出 な い 固 定 状 態 に す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 の 状 態 の ま ま 、 右 手 で こ の 自 転 車 用 タ イ ヤ 等 空 気 注 入 器 ７ に り 、 ボ ー ル ３ に 給 気 を  
始 め 、 練 習 用 ボ ー ル と し て 十 分 な 硬 さ と な っ た ら 給 気 を 止 め 、 右 手 指 で ニ ー ド ル １ の 中 央  
部 を 掴 み 直 し 、 ボ ー ル ３ か ら ゆ っ く り と 引 き 抜 い て 作 業 を 完 了 す る 。 な お 、 使 用 し た 空 気  
注 入 器 ７ に 気 圧 ゲ ー ジ 等 が 備 え ら れ て い る 場 合 に は 、 １ ． ２ か ら ２ ． ０ 気 圧 の 範 囲 で 、 ボ  
ー ル 使 用 者 の 希 望 に 応 じ た 給 気 加 圧 の 目 途 を 決 め て 、 安 定 的 な 硬 質 感 の あ る 練 習 用 ボ ー ル  
の 提 供 が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 考 案 は 、 ボ ー ル ３ の 内 気 圧 の 低 減 に よ り 、 弾 み が 悪 く な っ た こ と で 、 廃 棄 対 象 と し て  
し ま う 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル ３ を 、 自 転 車 用 タ イ ヤ に 市 販 の 空 気 注 入 器 ７ 等 で 、 空 気 を 注 入 す  
る 事 が 出 来 る 方 な ら 誰 で も 、 簡 易 に 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル ３ の 給 気 再 生 が 出 来 る よ う に な る こ  
と で 、 多 く の テ ニ ス 愛 好 家 を 中 心 に 、 ボ ー ル ３ 自 体 の ラ イ フ サ イ ク ル の 長 寿 命 化 、 脱 炭 素  
社 会 へ の 参 加 実 現 を 可 能 と す る テ ニ ス 環 境 の 整 備 へ と つ な が っ て い く 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ボ ー ル ３ の 使 用 者 の 希 望 に 応 じ て 何 度 で も 再 生 が 可 能 で 、 硬 質 感 も 自 由 に 選 択 で き る こ  
と か ら 、 テ ニ ス の 技 術 レ ベ ル に 合 わ せ た 練 習 用 ボ ー ル の 提 供 が 可 能 と な る 。 こ の こ と か ら  
、 本 考 案 の 給 気 式 加 圧 簡 易 再 生 方 法 は 、 日 本 国 内 の み な ら ず 、 各 国 の テ ニ ス 愛 好 家 や テ ニ  
ス ス ク ー ル 等 に お い て 、 テ ニ ス 競 技 の 活 性 化 、 技 術 の 向 上 に つ な が る も の と 考 え て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１     ニ ー ド ル
１ ａ   貫 通 孔 を 有 す る 注 射 針
１ ｂ   塩 化 ビ フ ェ ニ ー ル 製 の チ ュ ー ブ 管
１ ｃ   プ ラ ス テ ィ ッ ク 製 の 円 錐 形 台 座
１ ｄ   楕 円 形 に 削 り だ さ れ た 針 先
１ ｅ   注 入 口
２     挿 入 角 度 ３ ０ か ら ６ ０ 度
３     硬 式 テ ニ ス ボ ー ル
３ ａ   外 装 部 の フ エ ル ト
３ ｂ   外 装 部 の フ エ ル ト の 無 い 箇 所
３ ｃ   ボ ー ル の 殻
４     接 着 用 剤
５     ロ ッ ク 式 シ リ ン ジ
６     米 式 バ ル ブ 用 口 金
６ ａ   口 金 の 圧 迫 レ バ ー
６ ｂ   口 金 の 内 腔
７     空 気 注 入 器
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



10

20

30

40

50

JP 3247162 U 2024.6.12(9)

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 4 月 1 0 日 ( 2 0 2 4 . 4 . 1 0 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 硬 式 テ ニ ス ボ ー ル （ プ レ ッ シ ャ ー ボ ー ル ） の 外 装 部 分 の フ エ ル ト の 無 い 箇 所 に 、 挿 入 角  
度 ３ ０ か ら ６ ０ 度 の 範 囲 で 挿 入 す る こ と を 可 能 と す る 鋭 角 に 研 磨 さ れ た 注 射 針 を 有 し 、 自  
転 車 用 タ イ ヤ 等 空 気 注 入 器 の 米 式 バ ル ブ の 金 口 内 径 に 適 合 す る よ う に 塩 化 ビ フ ェ ニ ー ル 性  
チ ュ ー ブ を 取 り 付 け た 工 業 用 注 射 器 の ニ ー ド ル 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
　 注 射 器 本 体 に 取 り 付 け る た め の 円 錐 形 の 台 座 の 先 端 に 、 研 磨 機 等 に よ り 鋭 角 に 研 磨 し た  
貫 通 孔 を 有 す る 全 長 を １ １ か ら １ ４ ｍ ｍ と す る 金 属 製 の 管 を 有 し 、 台 座 の 中 央 部 分 外 装 に  
長 さ ６ か ら １ ０ ｍ ｍ 内 径 ５ ｍ ｍ 外 径 ７ ｍ ｍ の ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ー ル 製 の チ ュ ー ブ 管 を 取 り  
付 け た 工 業 用 注 射 器 の ニ ー ド ル 。
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